
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜特集＞ 

zoom活用した 

遠隔での同窓会研修会 開催（開催報告） 

協会だより 

◆アイメイト卒業生人数 

◆近況のお知らせ 

◆代表理事 塩屋隆男が 

「令和 2年度東京都功労者表彰」を受賞 

もっと知りたい！ 視覚障害者スポーツ 

■サウンドテーブルテニス 

連載記事 

■風を切って歩く幸せ  （中川由美子さん） 

（鳥原信一さん） 

■後援会メンバー紹介 （阿佐光也さん） 

アイメイト・デーのような 
心温まるスピーチがありました！ 

 

後援会からのお知らせ 

■役員会議事抄録 

■これまでの行事・活動 

  これからの行事・活動 

■アイメイト募金芳名録 

■会員のページ 

◆会員からの投稿 

◆年会費のご案内 

◆新入会員の方々 

■アイメイトサポートグッズ 
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zoom 活用した遠隔での同窓会研修会 開催 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年 11 月 7 日（土）13:30～15:00、同窓会の研修会として、zoom を使っての遠隔イベントが

開催されました。今号では、後援会員が担当した、当日のスピーチをいくつか抜粋して紹介いたします。 

 

 

 

 

 

■繁殖奉仕 鈴木節子さん 
 

昨年のアイメイトデーで繁殖のスピーチをしましたが今日

はまた違う内容でお話出来たらと思います。繁殖奉仕はオス

犬とメス犬があって、オス犬を預かっている方は、協会から連

絡があった時に犬が出張して、仕事が済んだら戻ってきます。

私はメスの方なので出産と生後2カ月までの飼育を担います。 

そして生まれた子の名前を付けると言う特典があります。と

言っても実はたくさん生まれると名前を考えるのが一苦労で

もあります。私はアルファベットの頭文字を出産の順番に付

けます。例えばその時の順番が S だったら、サンディー君、

シェリーちゃんなどです。なので後になっても、いつ生まれた

子かを思い出すことが出来ます。でも 20 年以上やっている

ので、アルファベットも二回り目になっています。また、年の

せいか昔の名前は覚えていて、最近の子の名前は忘れっぽく

なりました。 

というのは、恐らく最初の頃は子犬が巣立ってからなお可愛

さが募り、元気にしているか、などが気になっていたものです

が、最近は気にならなくなったことです。母犬と離れるという

「親離れ」は傍目には「可哀そう」と見えるかもしれません 

●プログラム（敬称略） 

1.  開会 

2.  アイメイト同窓会会長 千代元子挨拶 

3.  アイメイト協会理事長 塩屋隆男挨拶 

4.  アイメイト慰霊の黙祷 

5.  協会嘱託獣医師 古性・長瀬両先生によ

る「犬のコロナウイルスに関する注意

点」のお話 

6.  繁殖奉仕 鈴木節子 

7.  飼育奉仕 井上裕子 

8.  リタイア奉仕 長谷川圭子 

9.  後援会 富沢ゆき子 草野陽子 

10. アイメイト協会職員 野島玲子 

11. 閉会 
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が、幼い子犬はそばに人か動物でも誰かが居れば

安心しています。母犬も「子離れ」をしてホッと

しているように見えます。この「親離れ、子離れ」

が上手く出来ないのは人間だけかもしれません。

私はそんな事を学びました。でもなかなか自分に

は活かされているかどうか自信ありませんが…。 

後援会の活動などで、飼育奉仕の方やリタイア

犬奉仕の方とご一緒したりすると、皆さんがとて

も可愛がっていて楽しく暮らしている様子が伺

えます。とにかく、アイメイトは、繁殖家庭から

飼育家庭、そして訓練、使用者とのペア、更にリ

タイア生活と、どこのステージでも大切にされて

幸せに過ごすということが解りました。そのよう

な訳で巣立ち後の子犬の様子は気にならず、名前

も忘れがちになったんだと思います。 

と同時に、どのアイメイトも区別なく可愛くて

候補犬でも現役でも機会があって会った時は皆

我が家で産まれた子のように思えます。まさに親

ばかと言ったところでしょうか。 

ところで、繁殖奉仕をこれまで何頭かの母犬を

預かってきていましたが、10 年くらい前に、当

時の繁殖犬が病気で亡くなって、今後はもう辞め

ようと、協会へもお知らせしました。ところがそ

の後、協会で後援会員の集まりがあった時に、飼

育奉仕の方から「このところ子犬が産まれていな

い。飼育奉仕が出来なくて寂しい」と伺いました。

即、じゃあ私が！と手を挙げました。 

たまたま知り合いの繁殖奉仕者のところで、母 

犬は繁殖の現役だけれど、ご家庭の事情で出産さ

せられないとの事でした。そこで、我が家で出産

させることになりました。出産から離乳迄預かっ

て、後は返します。そうして 2 回出産して終了

し、今度こそ繁殖はおしまいと思いましたが、協

会からの 2 頭の母犬の依頼を受け、1 頭は友人

へ飼育をお願いしましたが、2 頭の母犬の繁殖奉

仕を私が受けて、今日に至っています。 

しかしその子たちも年齢的に来年限りかと思

います。また私こそ年齢的にすでに限界が来てい

ますので、いよいよ終了と思います。来年は母犬

2 頭とたくさんの子犬に囲まれますように、と祈

っています。そして、立派なアイメイトとなって、

活躍できるようにと願ってやみません。一番の目

的はアイメイトの誕生で、この子たちが使用者の

方のお役に立つことが私たち奉仕者のモチベー

ションです。 

繁殖奉仕は出産と離乳の世話で、巣立ち迄の 2

か月間ですが、奉仕と言うより得るものの方が多 

く、たった 2 カ月でも 100

年にもまさる貴重な時間で

す。これもアイメイト協会

と、何よりもアイメイトと

活躍されている使用者さん

のお陰です。本当に有難う

ございます。いつまでもご

活躍くださいますよう心か

らお祈りいたします。 

■飼育奉仕 井上裕子さん 

私が初めて飼育のボランティアを始めたのは、

まだ協会が東京盲導犬協会と言っていた４０年

近くも昔の話です。初めてのパピーは片手に乗る

ほどの小さな真っ黒い仔でした。 

初めての飼育に３歳だった息子と毎日夢中だ

ったのをなつかしく思い出します。協会に戻る頃

にはすっかり大きくやんちゃに育った仔と、引き

取り日の知らせの電話がいつ来るのかとビクビ

ク暮らしていたものです。 

帰る前日は涙・涙のお別れです。こんな甘った

れな仔がちゃんとやっていけるのだろうかと。 

しかし当日は迎えに来られた現理事長の手の

中の次の仔犬を見て、また夢中になるという事の 

の繰り返しでした。 

ラブの仔犬はとても元気でいたずらで、我が家

は床や壁紙、ソファーに庭の植木まであらゆる物

がかじられてボロボロになりました。 
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今だったらもっと上手に飼育できるのですが、

当時は知識もなくよく分からないままずいぶん

仔犬たちに振り回されていたなと思います。 

飼育のボランティアはとにかく可愛いのと、そ

の仔達を手放さなければならない寂しさの繰り

返しです。お役に立つのだからとは思うのです

が、１年間いつも可愛くそばにいた仔を手放すの

はとても辛いことでした。 

それを５～６回繰り返した頃には家もボロボ

ロ、何だか疲れてしまい暫くお休みさせて頂きま

した。↙ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↘のんびり過ごしておりましたところ、和子奥

様から電話で転勤で飼えなくなった雄の繁殖犬

が協会にいるので預かってもらえないかとの問

い合わせがありました。それはすぐに迎えにゆか

ないとと。 

初めての雄の繁殖犬、シーズンの時は散歩に気

を付けてくださいねと奥様からのアドバイスは

それだけでした。 

見事にお利口な５歳のそれはハンサムな雄で

した。大変賢い仔で近所の方にも愛され、さすが

アイメイトの父になる仔と褒められるばかりで

した。 

大人のラブはこんなに良い仔に変身するのだ

と、やんちゃな仔犬しか知らない私たちには驚き

でした。訓練のたまものですね。 

あまりその仔が手がかからずお利口なので、私

たちは再び仔犬を育てたいという願望がわいて

きました。それから何頭か育て我が家の家族の形

態も変わり、高齢の父が亡くなったのをきっかけ

に家でアイメイトを飼う事から後援会の行事を

通してのお手伝いにシフトしてゆきました。息子

一家が海外転勤したのでそちらに遊びに行き↗ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↗たいというのが一番の理由でしょうか。 

アイメイトを預かっているとやはり旅行には

なかなか出かけられません。↙ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↘最近は友人やそのお子様たちが仔犬を育て

てくださるようになりました。世代交代です。か

かわってくださる方が少しでも安心して仔犬を

育てられるようお手伝いできたらと思っていま

すが、皆さんちゃんと自分たちでやってらっしゃ

います。オロオロしていたのはうちだけだったよ

うです。 

一昨年友人一家が飼育奉仕で育てた仔が雄の

繁殖犬になり帰ってきました。 

皆大喜び、ママが仕事で出かける日は我が家が

保育園となり一日預かります。 

この仔が朝パパに連れられて我が家に来ると、

主人はこの仔を連れて近所の小学校の登校時間

に合わせて朝のパトロールに出かけます。 

この仔のファンクラブの女の子たちが大喜び

で寄ってきて、触ってはイヤサレルーと言って登

校して行くそうです。最近の小学生はイヤシが必

要らしいです。お役に立って何よりです。 

夕方は仕事帰りにママがお迎えに来ると大喜

びで帰って行きます。 

我が家はアイメイトからたくさんの癒しをも

らって、おかげさまで満ち足りた毎日を送ってい

ます。 
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我が家がリタイア犬をお預かりしたのは、27

年前です。鈴木会長宅に居た黒の D 君でした。

当時は三世帯の６人家族と猫がいました。 

その後、チョコの Cちゃん（不適格犬）、白の

Aちゃんと３頭を迎え入れ、現在は、４頭目、繁

殖のM ちゃんをお預かりしています。 

最初の D 君とは２年間。とにかくおりこうさ

ん。近くの公園に行ってもみんなに褒められてと

ても自慢で嬉しかったです。当然のことですよ

ね。 

Cちゃんとは、９年間。臆

病でてんかんの病気を持っ

ていましたが、カッコよく

みんなの憧れの犬でした。

知らない人が、我が家へ C

ちゃんに会いに訪ねてきた

こともありました。 

義理の父が認知症の時、いつもそばに寄り添

い、Cちゃんといるときは穏やかでとても助かり

ました。 

3 頭目のＡちゃんとは 11 年間。美形のやさし

い犬。鈴木会長宅で繁殖後にお預かりしました。

Aちゃんと一緒に、子供たちに「アイメイトのお

話会」をした事。小学校・中学校での出前授業に

行った事。いい思い出です。 

使用者さんとのおしゃべりも楽しく、私も元気

をもらいました。 

二人の息子達が思春期にやさしく育ってくれ

たのはアイメイトたちのお陰です。 

４頭目。繁殖の M ちゃんとは、２年半がたち

ます。今、主人は病気療養中で、外出することが 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出来ませんが、いつも一緒にいます。犬好きの

主人は、どの子とも寝るときは一緒です。 

孫たちは、嬉しいことがあった時、ママに叱ら

れた時、暫く M ちゃんを抱きしめて、何も言わ

ずに帰って行く後ろ姿に、思わずニッコリしてし

まいます。みんながどれだけ癒されているか、で

すね。 

我が家のアルバムの中には、いつもアイメイト

が居ます。先日、小学３年生の孫が日記にアイメ

イトの事を書いていた事は、嬉しかったです。ち

ょっと読みますね。 

「うちには、ラブラドールレトリバーの女の子

がいます。名前は、ミーちゃんです。ミーちゃん

の仕事は、将来盲導犬になる犬を産むことです。 

今年も赤ちゃんを産む時期

がきたのですが、コロナのせ

いか分かりませんが、中止に

なってしまいました。ぼくは、

毎年ミーちゃんの赤ちゃんを

抱っこするのを楽しみにして

いました。それが出来なくな

ってすごく残念です。 

ミーちゃんは６才くらいま

で赤ちゃんを産めるのです

が、来年が最後の年です。も

う一度赤ちゃんを抱っこ出来

たらいいなと思います。」 

今年は、後援会の活動がありませんでしたが、

今後、M ちゃんと参加できる日を楽しみにして

おります。早く元の暮らしが戻る事を祈ります。 

後援会活動では、皇室との特別な出会いもあり

ました。 

協会の皆様、同窓会に皆様、後援会の皆様には、

大変感謝しております。これからもよろしくお願

いいたします。。 

■リタイア奉仕 長谷川圭子さん 
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富沢：こんにちは～。今日は後援会の紹介を、音

訳担当者の二人からさせていただきます。まず、

私の簡単な自己紹介を。アイメイト後援会の富沢

ゆき子です。東京都江戸川区在住です。飼育奉仕

の 1 頭目を終えてから後援会の存在を知り、入

会から 15年以上たちました。後援会の役員と、

ミニ通信の編集委員と音訳を担当しております。

ちなみに飼育奉仕は子犬を6頭送り出しました。 

草野：はい、次は二人目、草野陽子です。東京都

練馬区在住です。2015 年に後援会に入って 5

年が経ちました。普段は後援会のミニ通信の音訳

や、練馬区のイベントのお手伝いなどを細々とさ

せていただいています。 

また、昨年と一昨年は、アイメイトデーの司会も

務めさせていただきました。今年はコロナ禍のた

め何もお手伝いができていなかったのですが、本

日はこのような会に参加できて嬉しいです。 

富沢：さて、後援会の活動は、アイメイト協会と

アイメイト使用者の直接的・間接的支援を目的と

しております。 

草野：ただ今年は、新型コロナの感染拡大に伴い、

とても残念なことに、街頭募金活動やいろいろな

イベントが全て中止となっています。 

富沢：例年ですと、この時期に行われている、協

会主催のアイメイトデーのお手伝いや、同窓会の

レクリェーションや研修会で誘導などお手伝い

をしています。 

また、同窓会の会報、CD「ひろば」の発送のお

手伝いもしています。 

草野：後援会では、1 年に 3 回、後援会の会報誌

「ミニ通信」を発行しています。 

もちろん、アイメイト使用者の後援会員さんに 

も、私達が音訳した CD を送っています。 

富沢：CD は、デイジー図書にしたものと、CD

プレーヤーで聞けるオーディオ CD の 2 種類を

用意しています。実は CD をコピーする作業は、

デイジー図書が断然楽なので、後援会にご入会の

際は、是非デイジーをよろしくお願いしま～す。 

草野：このミニ通信の音訳 CDは、数年前より、

歩行指導を終えた卒業式で、後援会を知ってもら

うため、記念品としてプレゼントしています。ま

た同窓会の理事さんたちにもお渡ししています。 

富沢：さて、話は変わりますが、後援会では、オ

リジナルのアイメイトサポートカレンダーをは

じめ、いろいろなグッズを制作して、アイメイト

の啓発に努め、収益を協会に寄付して財政的支援

も致しております。 

草野：今年はイベントが無くて、グッズの販売が

大変苦戦しているんですよね。 

富沢：そうなんです！ ミニ通信でも毎号グッズ

の紹介ページがあります。後援会のホームページ

からもアイメイトサポートグッズのオンライン

ショップにアクセスできます。 

草野：お電話でも注文ができますので、ご興味・

ご購入のお気持ちがある方は是非、後援会にご連

絡ください。もちろん、後援会に入会希望の連絡

も大歓迎です！ イベントが再開できたら、会員

との交流を深めたり、一緒に活動しましょう。 

富沢：はい、普段、協会や同窓会のイベントにご

参加が難しい方にも、今日をきっかけに、後援会

をより身近に感じていただけたら幸いです。簡単

ではございますが、これでチーム音訳による、ア

イメイト後援会の紹介を終わらせていただきま

す。ありがとうございました～！ 

■アイメイト協会職員 野島玲子さん 

アイメイト同窓会の皆さん、こんにちは。みな

さん、お元気でしょうか? この状況下でありま

すので、直接みなさんとお会いできる日はまだ先

のことになると思いますが、その日がくることを

楽しみにしております。 

私事ではありますが、昨年 5 月末に無事に男の

子を出産しました。 

その後育休を頂き、今年 6 月より復職をしてお

ります。 

 

1 歳 5 カ月になった息子は、会話は成立しない

ものの、こちらの言っている言葉は理解し始め、

コミュニケーションがとりやすくなりました。 

また、保育園で習った童謡に合わせて、歌った

り踊ったりと、毎日元気に過ごしております。 

今日は、指導員の立場から、子育てをしてみて

感じたことをお話ししたいと思います。 

はじめに、育児本を読んでいた時のことです。

「大人にとってはいたずらに見えても、赤ちゃん 

■後援会 富沢ゆき子さん 草野陽子さん 
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にとっては好奇心を育むための大事な時期なの

で、危険な事柄でなければ見守るように」と書い

てありました。 

しかし、いくら好奇心といえども、鼻水を拭く

ために買った高級な柔らかいティッシュは 1 枚

1 枚引っ張り出され、新しく買った絵本はその日

のうちにかじられ、せっかく畳んだ洗濯物は無残

に崩されます。 

心の中で「好奇心、好奇心」と言い聞かせては

いるものの、どうしても耐えられず「ダメ」と言

ってしまいます。 

といっても、犬のようにうまく教えられること

はできず、犬なら一度叱れば伝わるものの、息子

には全く伝わらず、子育ての難しさを痛感すると

ともに、アイメイトの犬は本当に賢いのだなと再

確認することができました。 

そのおかげで、復職後はどんなに小さなことで

も、犬が教えたことをできるようになると、「本

当にえらいな、賢いな」と感じることができ、そ

れを「褒める」ことによって犬に伝えることがで

きるようになりました。 

次に、最近の困っていることです。 

息子の身体能力も発達し、ダイニングの椅子に

軽々とよじ登ることができるようになりました。 

椅子に立ち上がるとキッチンの蛇口に手が届

き、蛇口を倒すと水が出てくる仕組みを発見して

からというもの、ニヤニヤしながら水を出したり

止めたりして遊んでいます。 

初めのうちは、蛇口をいじったら「ダメ」と言

ってやめるよう教えていましたが、叱る回数ばか

り増えて、なかなか改善しませんでした。 

 

ある時ふと、蛇口をいじることをやめさせるよ

りも、椅子に立ち上がることをやめさせてみては

どうかと思いました。 

息子は「座って」と言えば座ることができるよ

うになったので、椅子に立ち上がった瞬間に「座

って」と言ってみると、「僕、座れるよ！」と言

わんばかりの表情で得意げに座りました。私も嬉

しくて、たくさん褒めることができました。 

訓練も一緒で、犬は叱って何かを覚えるのでは

なく、ほめることによって学習していきます。 

訓練の経験を子育てに活かすことができたと

感じた出来事でした。 

しかし、訓練の経験を子育てに活かせること

は、ほんの一握りです。訓練において「褒める」

ことと「叱る」ことはとても大切です。「叱る」

については「怒る」ではなく「叱る」という言葉

を使います。なぜ「怒る」ではないのか、という

理由はとてもよく理解しています。 

しかし、息子には感情的に怒ってしまうことが

多く、そのたびに、「また怒ってしまったな」と

反省をしています。犬を扱う上で自己コントロー

ルはとても大事ですが、子育てにおいても自己コ

ントロールがこんなに大事だと、日々痛感してお

ります。 

最後になりますが、私の思いを伝えさせていた

だきます。指導員として初めての産休育休からの

復職で、色々な不安がありましたが、理事長初め、

職員みんなにフォローをしてもらいながら、日々

仕事と育児を両立することができています。 

また何より、戻る場所があるということが、と

ても嬉しく有難く感じております。 

現在、指導員を目指している研修生たちは女性

が多いです。その後輩たちに私の姿を見てもら

い、「結婚しても出産しても、続けられる仕事で

ある」と思ってもらうことが私の役目だと思って

います。 

いつか後輩たちにその時がきたら、退職ではな

く、復職をするという選択肢を選んでもらえるよ

う、この道を開拓していきたいと思っておりま

す。ありがとうございました。 



全国の盲導犬 実働数 

909 組 

 

 

 
 
 
 
      
                      

期 卒業日 人数 

第４７４期生      １０月１０日   ３名 

第４７５期生 １１月１４日   ２名 

【累計 １，３96名】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４７６期生     １２月１９日  ４名 

第４７７期生 ２月 ６日 調整中    

第４７８期生 ３月１３日 調整中    

第４７９期生     ４月２４日 調整中  

《卒業予定》１２月以降、下記のクラスが予定されています。 

 

日本盲人社会福祉施設協議会発表 
（2020 年 3 月 31 日現在） 

アイメイト卒業生人数（２０２０年８月～１１月） 
 

アイメイト実働数 

200 組 
（2020 年 11 月 30 日現在） 

協会 
だより 

あっという間に 12 月ですね。今年は、世界中の人にとって今までとは違う 1 年だ

ったのではないでしょうか。前号でお伝えしたように、協会では事業を止めてはなら

ないという強い使命感をもち、工夫や配慮をしながらアイメイトの育成と視覚障害者

への歩行指導を継続しています。今号をご覧になるころには、今年最後の歩行指導も

終了している予定です。皆さまからの絶え間ないご支援に、心より感謝申し上げます。 

 今日は、協会の近況のお知らせと東京都功労者表彰受賞のご報告をさせていただき

たいと思います。 

 

感染症の予防・対策を行いながら、仕事に粛々と取り組

んでいます。協会職員だけではなく、歩行指導で協会に泊

まり込んでいる生徒の皆さんも含め、手洗い、うがい、消

毒を徹底するようにしています。来客時は、入り口での検

温にご協力いただいています。協会には多くの犬が生活

し、歩行指導では生徒の皆さんが宿泊されるため、感染症

予防は通常の業務の一環でしたが、今はそれを更に強化し

ています。例えば、靴裏の消毒。以前から犬舎入り口に消

毒マットを設置していましたが、正面・裏玄関にも追加で

設置しました。消毒液を含ませたマットは定期的に交換し

ています。 

写真右 ： 飼育奉仕のお宅に行く前の子犬と 
眺めるアイメイト候補犬 

写真左下：飼育奉仕のお宅から一時預かり中の 
アイメイト候補犬と、先輩犬を追いかける 
月齢約２か月の子犬たち（もうすぐ飼育 

奉仕のお宅へ行く子犬たちです） 



 

 

 

 代表理事 塩屋隆男はこのほど、東京都障害者施策の推進に尽力したとして、「令和 2 年度東京都功労

者表彰」を受賞しました。東京都功労者表彰は、都民の生活や文化の向上に功労のあった人などの功績

をたたえるために行われているものです。「令和 2年度東京都功労者表彰式」は 10月 1日（木）、東京

都庁第一本庁舎 5階大会議場で執り行われました。感染防止対策として、今回は規模を大幅に縮小して

実施されたため、当日は出席せず、後日郵送で表彰状を受け取りました。 

 今回の表彰は、多くの方々による協会事業への長年のご支援に対するもの 

だと思っております。使用者、支援者、協会が一丸となって社会に働きかけ、 

切り拓いてきたその歩みこそがアイメイトの歴史です。黎明期から今に至る 

まで、数えきれないほどの方々がかかわり、力を貸してくださり、一緒に歩 

んでくださいました。そのすべての方々に、心よりの感謝と共に、今回の受賞 

をご報告させていただきます。今後とも、変わらぬご指導のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

緊張感の絶えない時世ではありますが、ほのぼのと

するできごともあります。協会には常時 50頭以上の

アイメイト候補犬がおり、段階にあわせて歩行指導員

が関係を深めたり、一緒に訓練に出かけたりします。

時には日中の数時間、協会事務所に候補犬が滞在する

こともあります。視線を感じて振り返ると、ゆったり

とくつろぎながら職員の仕事ぶりを監督しているか

のような姿が。犬たちに触れる時、ぬくもりを感じな

がら、繁殖奉仕や飼育奉仕の皆さまに伺った、小さな

ころのやんちゃぶりやいたずらの話が自然と思い出

されます。 

職員と記念撮影 アイメイト協会正面玄関にて 表彰状を手に 

都からいただいた記念品 



ミニ通信では今までに、パラリンピックで視覚障害クラス

のある競技に焦点を当てて各競技を紹介しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラリンピックを 
応援しましょう！ 

 Paralympic Games 

もっと知りたい！視覚障害者スポーツ！ 

2021年8月 24日～9月 5日 

陸上 自転車 水泳 柔道 

馬術 ボート トライアスロン 

5人制サッカー ゴールボール 

 

 

どんな競技？ 

●球が落ちないようにエンドフレームとサイド

フレームを取り付けた卓球台の上で、音の鳴

るボールを転がしてネットの下をくぐらせな

がら打ち合います。 

●障害の程度によるハンデをなくすため、選手

はアイマスクをつけます。 

どんな道具を使うの？ 

●ボール・・大きさは普通のピンポン球と同じ（直径 4cm）です。 

 金属球が４つ入っており、転がすと音が出ます。 

●ラケット・打球音がわかりやすいように、ラバーは付けません。 

●卓球台・・中央でボールが跳ねないように 1 枚板状のテーブル

を使います。ネットの下はボールがギリギリ通れる 

ように 4.2cm あいています。 

  球が落ちないように、エンドフレームとサイドフレ 

  ーム（高さ 1.5 ㎝、厚さ 1 ㎝）を取り付けます。 

●競技の歴史● 
1930 年代に、当時の栃木県足利盲学校の校長が視覚障害者の訓練のために始めた

とされています。リハビリとして始まった盲人卓球でしたが、競技として楽しむ動

きが広がり、現在では年齢を問わない幅広いスポーツとなっています。 

2004 年からは、「日本視覚障害者卓球連盟」主催の全国大会が毎年開かれており、

競技人口は 1,000 人以上です。 

世界にも類似の競技はありますが、それぞれの国で発生したため、さまざまな競技

となり、世界共通の「視覚障害卓球」にはまだなっていません。 
 
※日本視覚障害者卓球連盟（JATVI）（https://jatvi.com/） 

見どころは      ● 

他のブラインドスポーツと同様、選手は音を頼りに競技しますので、

観客は静かに見守ります。 

勝負のカギを握るのは集中力。相手がボールを打つ瞬間の音で方向と

強さを判断し、ボールが転がってくる音で速度を予測します。ネット

下の幅が 4.2 センチに対して、ピンポン玉は 4 センチ。少しでもボー

ルが浮いてしまうとネットに引っかかってしまいます。 

●今回から、パラリンピックで実施されない 

ブラインドスポーツをご紹介していきます！ 

ルール●●● 
打った球が、相手 のラケットに触れる前にエンドフレームに当たれば得点となり

ます。ただし、フレームに当たっても、球が台から落ちたり、打った球がネットに

触れて、相手コートに達しなかった場合、相手の得点になります。 

1 ゲーム 11 点で、5 ゲームマッチ。3 ゲーム先取したプレーヤーが勝ちとなりま

す。 

※詳細なルールは、大会や地域によって異なります。 

アイマスクなしの種目も   ● 
弱視者が、普通の卓球は難しくてもこの

競技なら力が発揮できるということで、

近年は、アイマスクをつけて行うＡ種目

と、つけないＢ種目があります。Ａ種目は

国体後に開催される全国障害者スポーツ

大会の種目として採用されています。 

 



※議事抄録に掲載のイベント等については役員会開催時点での内容となりますので、詳細は「これからの行事」・HP 等でご確認下さい。 

 
 
 

2020年 8月は定例役員会は開催せず。 

2020年 9月 5日（土）（9月度役員会）   オンライン・リモート会議 

1) イベントの報告。熊谷 LC 合同募金活動が熊谷市役所で行われた。 

2) 11 月 7 日(土)にアイメイト同窓会の研修会が Zoom でリモートで行われる予定。 

  繁殖・飼育・リタイア・後援会活動のスピーカーを役員中心で担当決め。 

3）協会より…産休だった野島さんが復帰。来年の新入予定者 5 名は時々研修を実施。 

4）募金の実績について報告。募金件数・募金額が減少。 
 

2020年 10月は定例役員会は開催せず。 

2020年 11月 28日（土）（11月度役員会） オンライン・リモート会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）イベントの報告。同窓会の Zoom 研修会では、獣医の古性先生からのお話もあった。 

2) 練馬ココネリでの歩み展は来年 5 月の予定。練馬区の後援は再取得済み。 

  練馬区役所「盲導犬アイメイトって知ってる」は 4 月 21 日設営、22～24 日実施予定。 

3) 来年度の後援会総会の日程や実施方法などは、来年 2 月の役員会で決定予定。 

4）協会より…卒業生人数報告。コロナ禍前は月末に行っていた見学会は中断していたが、来年はリモートで実施したい。 

試みとして来年 1 月に後援会役員が見学者役となって行う。協会が HP や FB で告知する。 

5) 募金の実績について報告。                

8/5（水） 熊谷 LC 合同募金活動 於：熊谷市役所  

参加者：篠崎・山田・使用者 2 名 

ライオンズクラブからの声掛けでチラシ配布とアイメイト募金活動を行

った。市役所という場所柄と、コロナの影響によりグッズ販売と関連

犬の参加は不可だったが暑さに負けず頑張りました！ 

役員会議事抄録（8 月～11 月） 

行事報告（8 月～）・予定（12 月～） 

「盲導犬アイメイトって知ってる」 ～アイメイト協会主催 

於：練馬区役所１F 

パネル展示・グッズ販売・体験歩行・DVD 上映他 

4/22（木）～23（金）9：00～16：30  

4/24（土）9：00～15：00 

アイメイトの歩み展 

「盲導犬アイメイトって知ってる」 ～アイメイト協会主催 

練馬から日本を変えたパイオニアの物語 

於：ココネリホール（練馬駅前） 

5/15（土）～16（日）詳細は次号 オール学習院の集い‥中止 / 他のイベントは未定 








